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DARERY THSH MAP-LC3 (MAPILC3A; MIM 601242) DRIAMELIZEESEIANLBEL £T (Nemoto et al., 2003 [PubMed
12890687]) .
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Serial Dilutions of Antibody
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	オートファジーは、リソソームによる細胞質コンパートメントのバルク分解プロセスです。ATG10はE2様酵素であり、オートファゴソーム形成に必須の2つのユビキチン様修飾に関与しています。ATG12（MIM 609608）とATG5（MIM 604261）は、酵母Apg8のホモログであるMAP-LC3（MAP1LC3A; MIM 601242）の可溶性型を膜結合型へと修飾します（Nemoto et al., 2003 [PubMed 12890687]）。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	K562（1）細胞溶解物に対するATG10マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ATG10 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

